
地紙に描くときの注意等について 
（より良く見せるために） 

加工 

白紙の地紙に 

描いた状態 

扇子屋さんで

加工後の状態 

➀ 扇子に加工されると、絵柄は、扇形に左右が縮みます。 

② 加工時、地紙の内周縁・外周縁・左右縁がカットされます。 

    ※➀②の具体的な状態は、下図の加工前後を参照 

③ 絵具の種類により加工時に「滲み」ます。⇒厚塗りをしない。 

※下描き用紙又は地紙を事前に必要な方は申し出てください 

 ・ 下描きしておきたい方には、下描き用紙（Ａ3大、扇形枠線入り：無料） を準備 

 ・ 地紙に直接描いておきたい方には、地紙を準備 

    （地紙：１枚は材料・加工費：1600円に含む。 別途（予備）必要な場合：100円／１枚） 

加工後の波型により、 

絵柄が左右（扇形）に、 

縮まって見える 

加工時に周辺

（内外左右）が

カットされる 

 ㊟1：描くときは、扇形に沿って多少横長目に描く。 

 ㊟2：地紙より少し内側に描く。 

加工時に内周縁がカットされた 

結果、狭くなっている 

地紙は 

大・小 有り 


